
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
思
い
出
」

今
、
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
「
ロ
シ
ア
大
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
日
、
世

界
最
高
ク
ラ
ス
の
好
ゲ
ー
ム
が
テ
レ
ビ
中
継
さ
れ
て
い
る
の
で
、
つ
い
つ
い
夜
遅
く
ま
で
見

て
し
ま
い
ま
す
。
今
日
は
、
こ
の
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
つ
い
て
個
人
的
な
話
し
を

し
ま
す
。

私
は
、
四
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
自
分
の
大
事
な
出
来
事
を
結
び
つ

け
て
覚
え
て
い
ま
す
。
偶
然
に
も
大
事
な
出
来
事
と
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
年
が
重
な
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
。
そ
の
た
め
「
あ
れ
は
い
つ
の
こ
と
だ
っ
け
？
」
と
思
い
出
す
時
に

「
ワ

、

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
◇
◇
大
会
の
時
だ
か
ら
○
○
年
だ
」
と
い
う
具
合
に
思
い
出
す
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

さ
て
、
私
が
初
め
て
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
中
学
校
一
年
の

時
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
頃
で
、
当
時
は
サ
ッ
カ
ー
に
関
す
る
情
報
源
は
サ
ッ
カ
ー

マ
ガ
ジ
ン
と
い
う
サ
ッ
カ
ー
専
門
誌
だ
け
で
、
今
の
よ
う
に
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
サ
ッ
カ
ー
マ
ガ
ジ
ン
の
中
に
よ
く
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

の
記
事
が
載
っ
て
い
た
の
で
、
写
真
と
文
章
か
ら
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
っ
て
す
ご
い
ん
だ
ろ

う
な
」
と
想
像
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
、
一
年
前
に
開
催
さ
れ
た
一
九
七

○
年
メ
キ
シ
コ
大
会
の
古
い
記
事
に
も
関
わ
ら
ず
、
中
学
校
一
年
生
の
私
は
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
読
ん
だ
も
の
で
し
た
。

メ
キ
シ
コ
大
会
か
ら
四
年
後

『
一
九
七
四
年
西
ド
イ
ツ
大
会
』
の
年
に
、
私
は
高
校
に

、

入
学
し
ま
し
た
（
冷
戦
中
で
西
ド
イ
ツ
と
東
ド
イ
ツ
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た

。
当
時
は
ま

）

だ
テ
レ
ビ
で
の
ラ
イ
ブ
中
継
は
な
く
、
た
っ
た
一
試
合
だ
け
、
決
勝
戦
「
西
ド
イ
ツ
対
オ
ラ

ン
ダ
」
が
録
画
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
も
、
決
勝
戦
が
終
了
し
て
一
週
間
後
の
平
日
の

夕
方
四
時
か
ら
の
放
送
で
す
。
で
も
、
放
送
が
あ
る
だ
け
ま
し
で
、
授
業
が
終
わ
っ
て
か
ら

大
急
ぎ
で
山
形
駅
前
の
山
交
ビ
ル
に
当
時
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
エ
ー
の
電
器
売
り
場
に
行

き
、
展
示
し
て
あ
る
テ
レ
ビ
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
ま
し
た
。
気
づ
く
と
多
く
の
高
校
生
が

電
器
売
り
場
を
占
領
し
て
い
ま
し
た
。

四
年
後

『
一
九
七
八
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
大
会
』
の
年
は
、
私
が
大
学
に
入
学
し
た
年
で

、

第
三
号

五
中
だ
よ
り

山
形
市
立
第
五
中
学
校

平
成
三
十
年
六
月
二
十
七
日
発
行

す
。
東
京
は
テ
レ
ビ
局
も
多
く
、
中
継
放
送
や
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
の
放
送
が
充
実
し
て
い
た

の
で
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
で
す
が
「
現
在
進
行
形
で
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
を
初
め
て
味
わ

い
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
月
曜
日
の
朝
、
日
本
時
間
三
時
キ
ッ
ク
オ
フ
だ
っ
た
の
で
す
が
、
夜

中
に
起
き
出
し
て
気
合
い
を
入
れ
て
見
ま
し
た
。
試
合
は
延
長
戦
に
突
入
し
た
の
で
、
授
業

に
遅
れ
な
い
か
心
配
し
な
が
ら
見
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す

（
月
曜
日
は
遠
い
川
崎
キ

。

ャ
ン
パ
ス
で
の
授
業
で
し
た
）

四
年
後

『
一
九
八
二
年
ス
ペ
イ
ン
大
会
』
の
年
は
、
教
員
と
し
て
初
め
て
教
壇
に
立
っ

、

た
年
で
す
。
こ
の
頃
か
ら
、
山
形
で
も
中
継
や
録
画
で
か
な
り
の
数
の
試
合
が
放
送
さ
れ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
有
名
な
選
手
と
し
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
ジ
ー
コ

が
い
ま
す
。
ジ
ー
コ
の
大
会
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
下
馬
評
で
し
た
が
、
予
選
リ
ー
グ
で
姿

を
消
し
ま
し
た
。

四
年
後

『
一
九
八
六
年
メ
キ
シ
コ
大
会
』
の
年
、
私
は
結
婚
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で

、

は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
二
度
目
の
優
勝
を
飾
り
、
主
役
は
あ
の
「
神
の
手
ゴ
ー
ル
」
と
「
五
人

抜
き
ゴ
ー
ル
」
を
決
め
た
マ
ラ
ド
ー
ナ
で
す
。

そ
の
後
、
四
年
ご
と
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
年
に
、
様
々
な
出
来
事
が
あ
る
の
で
す
が
省

略
し
ま
す
。

今
か
ら
八
年
前

『
二
○
一
○
年
南
ア
フ
リ
カ
大
会
」
の
年
に
校
長
に
な
り
ま
し
た

「
日

、

。

本
対
デ
ン
マ
ー
ク
」
の
試
合
の
日
が
、
宿
泊
を
伴
う
東
北
校
長
会
の
二
日
目
と
重
な
り
ま
し

た
。
朝
三
時
、
試
合
を
見
る
た
め
に
、
静
か
に
、
本
当
に
静
か
に
部
屋
を
抜
け
出
し
、
大
型

。

、

テ
レ
ビ
の
あ
る
ロ
ビ
ー
に
向
か
い
ま
し
た

誰
も
い
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
行
っ
て
み
る
と

す
で
に
五
十
人
近
く
の
各
県
の
校
長
が
テ
レ
ビ
の
周
り
に
集
ま
っ
て
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ

ュ
ー
イ
ン
グ
の
よ
う
で
し
た
。
私
が
初
め
て
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
存
在
を
知
っ
た
頃
に
は
考

え
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
普
通
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
市
民
権
を
得
て
い
る
こ
と
に
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年

『
二
○
一
八
年
ロ
シ
ア
大
会
』
の
年
は
、
私
の
教
員
生
活
が
終
了
す
る

、

年
で
す
。
教
員
生
活
が
始
ま
っ
た
年
に
も
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
終
わ
る
年
に
も

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
不
思
議
な
運
命
で
す
。
長
年
サ
ッ
カ
ー
に
携
わ
っ

て
き
た
者
に
と
っ
て
は
出
来
過
ぎ
な
巡
り
合
わ
せ
で
す
。

私
は
、
た
ま
た
ま
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
出
来
事
が
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
す
が
、
大
事
な

出
来
事
が
音
楽
や
映
画
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
そ
れ
が
音
楽
だ
と
す
る
と
、
そ
の
曲
が
偶
然
テ
レ
ビ
な
ど
か
ら
流
れ
て
来
た
時
、

そ
の
出
来
事
が
思
い
出
さ
れ
る
と
い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

皆
さ
ん
は
人
生
を
振
り
返
る
に
は
ま
だ
早
い
と
思
い
ま
す
が
、
あ
と
三
○
年
、
四
○
年
経

っ
た
時
に
、
大
切
な
思
い
出
と
音
楽
な
ど
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
、
素
敵
に
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す

「
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
人
は
、
是
非
、
大
切
な
思
い
出
と
何

。

。

（

）

か
と
結
び
つ
け
て
覚
え
て
お
く
こ
と
を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い

校
長

阿
部
善
和



第
七
十
一
回
山
形
市
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
主
な
結
果

平
成
三
十
年
六
月
十
六
日（
土
）～
十
七
日（
日
）

《
団
体
》

第
二
位

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部（
県
大
会
）

髙
梨

翼
三
年

吉
田
雷
蔵
三
年

中
村

光
三
年

山
川

聖
三
年

斎
藤
優
岳
三
年

武
田
歩
樹
三
年

近
藤
良
樹
二
年

伴

遥
洋
二
年

第
三
位

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
県
大
会
）

會
田
な
な
み
三
年

岩
田

央
三
年

阿
部
純
佳
三
年

新
関
日
愛
里
三
年

石
黒
楓
和
三
年

鈴
木
萌
乃
三
年

半
澤
大
空
三
年

竹
村

花
三
年

秋
葉
瑞
来
一
年

白
壁
若
葉
一
年

水
谷
華
琳
一
年

佐
藤
琴
音
一
年

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
県
大
会
）

山
路

徹
三
年

渥
美

駆
三
年

佐
藤
亮
介
三
年

亀
山
颯
斗
三
年

菅
原
拓
真
三
年

小
松

稜
三
年

山
﨑
陽
真
二
年

相
馬
悠
人
二
年

女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
（
県
大
会
）

戸
田
日
和
三
年

市
川
紗
菜
三
年

赤
木
乃
愛
三
年

水
野
智
遥
三
年

齋
藤
優
菜
三
年

須
藤
万
葉
三
年

毛
屋
小
雪
三
年

山
崎
明
優
二
年

男
子
卓
球
部

長
岡
卓
杜
三
年

沼
沢
思
温
三
年

井
上
耀
介
三
年

佐
藤
周
馬
三
年

川
瀬
皓
暉
三
年

設
楽
晏
斗
三
年

大
江
悠
仁
三
年

鈴
木
翔
太
二
年

女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

石
澤

愛
三
年

草
苅
玲
羽
三
年

原
田
七
穂
三
年

井
上
茉
尋
二
年

高
橋
愛
結
三
年

鈴
木
花
怜
三
年

村
岡
蘭
菜
一
年

石
山

葵
三
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

長
谷
川
楓
花
三
年

片
岡
綾
音
三
年

阿
部
青
海
三
年

橋
本
柚
綺
三
年

鈴
木
菜
々
美
二
年

河
内
澪
那
二
年

木
川
伊
鞠
二
年

佐
藤
京
華
二
年

加
藤
め
い
二
年

芳
賀
百
華
二
年

土
屋

叶
一
年

矢
作
光
佳
李
一
年

水
泳
女
子
総
合

※
六
位
ま
で
の
入
賞
と
県
大
会
出
場
生
徒

《
個
人
》

優
勝鈴木

優
太
三
年
（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

大
会
新

県
）

鈴
木
優
太
三
年（
水
泳
男
子
二
○
○
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

県
）

長
岡
愛
海
一
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
ｍ
背
泳
ぎ

県
）

第
二
位

山
路

徹
三
年（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

県
）

高
橋
愛
結
三
年
、鈴
木
花
怜
三
年
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人

県
）

向
江

楓
三
年
（
新
体
操
総
合
、フ
ー
プ
③
、
ボ
ー
ル
②

県
）

北
澤
怜
朗
三
年（
水
泳
男
子
二
○
○
・
四
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

県
）

高
橋
咲
喜
一
年
（
陸
上
女
子
一
年
一
五
○
○
ｍ

県
）

佐
藤
優
菜
三
年
、
桂

佳
惠
三
年
、
髙
橋
千
渚
二
年
、
鈴
木
結
羽
二
年

（
陸
上
女
子
四×

一
○
○
ｍ
リ
レ
ー

県
）

第
三
位

原
田
七
穂
三
年
、
井
上
茉
尋
二
年（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人

県
）

長
岡
愛
海
一
年
（
水
泳
女
子
二
○
○
ｍ
背
泳
ぎ

県
）

冨
樫
晴
乃
一
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
・
二
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

県
）

大
沼
美
空
二
年
（
水
泳
女
子
八
○
○
ｍ
自
由
形
）

大
沼
美
空
二
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
）

柴
田
悠
貴
二
年
、
永
山
奏
楽
二
年
、
鈴
木
優
太
三
年
、
北
澤
怜
朗
三
年

（
水
泳
男
子
四
〇
〇
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

県
）

長
岡
愛
海
一
年
、吉
田
葵
唯
二
年
、
冨
樫
晴
乃
一
年
、
國
井
椎
菜
二
年

（
水
泳
女
子
四
○
○
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

県
）

第
四
位

長
岡
愛
海
一
年
、國
井
椎
菜
二
年
、
吉
田
葵
唯
二
年
、
冨
樫
晴
乃
一
年

（
水
泳
女
子
四
○
○
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

県
）



第
五
位

吉
田
葵
唯
二
年
（
水
泳
女
子
一
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

県
）

鈴
木
優
太
三
年
、
北
澤
怜
朗
三
年
、
板
垣
諒
大
二
年
、
柴
田
悠
貴
二
年

（
水
泳
男
子
四
〇
〇
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

県
）

吉
田
葵
唯
二
年
（
水
泳
女
子
二
○
○
ｍ
平
泳
ぎ
）

板
垣
諒
大
二
年
（
水
泳
男
子
一
五
○
○
ｍ
自
由
形
）

柴
田
悠
貴
二
年
（
水
泳
男
子
二
○
○
ｍ
背
泳
ぎ
）

桂

佳
惠
三
年
（
陸
上
女
子
共
通
二
○
○
ｍ
）

第
六
位

永
山
奏
楽
二
年
（
水
泳
男
子
一
○
○
・
二
○
○
ｍ
平
泳
ぎ

県
）

國
井
椎
菜
二
年
（
水
泳
女
子
二
○
○
個
人
メ
ド
レ
ー

県
）

板
垣
諒
大
二
年（
水
泳
男
子
四
○
○
ｍ
自
由
形
）

柴
田
悠
貴
二
年
（
水
泳
男
子
一
○
○
ｍ
背
泳
ぎ
）

塚
田
圭
亮
三
年
（
陸
上
男
子
三
年
一
○
○
ｍ
）

桂

佳
惠
三
年（
陸
上
女
子
三
年
一
○
○
ｍ
）

鈴
木
結
羽
二
年
（
陸
上
女
子
二
年
一
○
○
ｍ
）

県
大
会
出
場

戸
田
日
和
三
年
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
個
人

県
）

髙
梨

翼
三
年
、
吉
田
雷
蔵
三
年
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
個
人

県
）

石
澤

愛
三
年
、
草
苅
玲
羽
三
年（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
個
人

県
）

多
田
明
希
三
年
（
剣
道
女
子
個
人

県
）

設
楽
晏
斗
三
年
（
卓
球
男
子
個
人

県
）

出
沼
七
海
二
年
（
卓
球
女
子
個
人

県
）

國
井
椎
菜
二
年
（
水
泳
女
子
五
○
ｍ
自
由
形

県
）

田
中
遙
真
一
年
（
水
泳
男
子
二
○
○
個
人
メ
ド
レ
ー

県
）

Ｐ
Ｔ
Ａ
球
技
大
会
を
実
施

今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
球
技
大
会
」
が
、
六
月
二
四
日
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
は
授
業
参
観
も
行
わ
れ
、
日
曜
日
で
あ
っ
た
た
め
多
く

の
保
護
者
や
ご
家
族
の
方
か
ら
授
業
参
観
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
球
技
大
会
は
、
各
学
年
で
、「
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
」「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
Ａ
Ｂ
」
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
教
員
チ
ー
ム

は
編
成
せ
ず
、
各
学
年
の
保
護
者
と
協
力
し
て
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

「
結
果
」

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

第
一
学
年

準
優
勝

第
三
学
年

三

位

第
二
学
年

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ａ

優

勝

第
三
学
年

準
優
勝

第
二
学
年

三

位

第
一
学
年

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｂ

優

勝

第
三
学
年

準
優
勝

第
一
学
年

三

位

第
二
学
年

ま
た
、
各
学
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
か
ら
Ｍ
Ｖ
Ｐ
が
選
出

さ
れ
長
岡
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
よ
り
、
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。



体
育
文
化
活
動
後
援
会

会
員
募
集
へ
の
ご
協
力

。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

体
育
文
化
活
動
後
援
会
会
員
募
集
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
活
動
基
金
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。地

域
の
皆
様
に
は
、
五
月
末
に
代
表
の
方
々
に
お
集
ま
り

い
た
だ
い
て
ご
説
明
し
、
募
集
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
会
員

の
募
集
は
、
八
月
ま
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
校
公
開
日
の
お
知
ら
せ

一
学
期
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と
一
ヶ
月
程
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。新

し
い
五
中
の
校
舎
、
施
設
で
の
生
活
も
四
年
目
に
な
り
、
先

日
も
全
校
生
徒
で
廊
下
の
床
磨
き
・
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
新
し
い
校
舎
・
施
設
を
十
分
に
活
用
し
、
授
業
や
部
活

動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

三
階
の
渡
り
廊
下
か
ら
は
、
広
く
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
見
渡

せ
、
眺
め
も
格
別
で
す
。

今
後
、
学
校
公
開
を
実
施
す
る
日
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
七
月

十
一
日
（
県
中
総
体
・
吹
奏
楽
壮
行
式
）

②
七
月
二
十
六
日
（
授
業
参
観
・
通
知
表
配
付
）

ぜ
ひ
、
新
し
い
五
中
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
生
徒
の
活
動
の
様
子

も
ご
参
観
下
さ
い
。

学
校
閉
校
期
間
のお

知
ら
せ

山
形
市
は
今
年
度
も
、
八
月
十
三

日
（
月
）～
十
五
日（
水
）の
期
間
、夏
季

省
エ
ネ
節
電
対
策
な
ど
の
協
力
の
た

め
、
市
内
小
中
学
校
の
閉
校
を
奨
励

し
て
い
ま
す
。

本
校
も
趣
旨
に
賛
同
し
、夏
季
休
業

中
の
こ
の
期
間
を
閉
校
す
る
こ
と
で

計
画
い
た
し
ま
す
。

ご
理
解
・
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

な
お
、
施
設
の
安
全
管
理
の
た
め
、

警
備
会
社
に
よ
る
警
備
と
巡
視
は
こ

の
期
間
も
休
ま
ず
に
行
わ
れ
ま
す
。

閉
校
期
間
中
に
不
審
な
点
や
気
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
山
形
市

教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
け
る

と
幸
い
で
す
。

四
日（
水
）

町
区
班
会

五
日（
木
）

学
校
評
議
員
会

五
中
学
区
生
活
指
導
連
絡
会
総
会

八
日（
日
）

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
研
修
会

九
日（
月
）

三
年
実
力
テ
ス
ト

十
一
日（
水
）

県
中
総
体
・
吹
奏
楽
壮
行
式

十
四
日（
土
）

吹
奏
楽
地
区
大
会

十
八
日（
水
）

運
動
会
結
団
式

Ｐ
Ｔ
Ａ
常
任
委
員
会

二
十
日（
金
）～
二
十
三
日（
月
）

県
中
総
体（
県
内
全
域
）

二
十
六
日（
木
）

授
業
参
観
・
通
知
表
配
付

Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
会

二
十
七
日（
金
）

一
学
期
終
業
式

校
内
弁
論
大
会

※
夏
休
み

七
月
二
十
八
日（
土
）～
八
月
二
十
日（
月
）ま
で

夏
休
み
中
に
、町
区
班
ご
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
内
容
は
、各
町
区
班
で
違
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


